
＃ 配布様式 質問 回答

1 01_入札説明書

「1　業務内容に関する事項」及び「13　入札に関するスケジュール一覧」につい

て、業務名 が「令和8~10年度基幹業務システム統一・標準化推進に係るPMO業務委

託」となっているので、本業務の業務開始日は、令和8年4月1日との理解でよろしい

でしょうか。また、契約締結日につきまして、凡そのご想定をご教示いただきたくお

願いいたします。

契約締結日は、令和8年2月中を予定しています。ただし、令和7年度中は準備期間と

し、令和8年度以降の業務履行に対して委託料を支払います。

準備期間中は、現行事業者（令和7年度基幹業務システム統一・標準化推進に係る

PMO業務委託の受託者）からの引継ぎを含め、必要な準備を進めていただく想定で

す。

2 ー

本業務を契約した場合に、北九州市様で将来実施されるシステム構築やシステム運用

保守業務等の入札等の参加について、弊社に参加制限は一切発生しないと理解してお

ります。北九州市様の見解について、ご確認をさせていただきたくお願いいたしま

す。

ご認識の通りです。

3 01_入札説明書

「7　入札及び開札に関する事項　(3) 提出様式及び書類」の入札額内訳書について、

令和8年度から令和10年度の各年度による区分において、見積りの上限額の制約がご

ざいましたら、区分各々の見積上限額についてご教示をいただきたくお願いいたしま

す。

特に制限はございません。

4 06_01_参加申出書

「登録番号」は有資格者詳細情報に記載の５桁の番号のことでしょうか。大分類、中

分類、小分類とありますが、どこに記載すべきでしょうか。

前段について、ご認識の通りです。後段について、様式がずれており申し訳ありませ

ん。各分類の直下に分類をご記入いただき、その下段に登録番号をご記入ください。

5 06_01_参加申出書
参加申出書を電子メールにて提出する場合、押印した原本の郵送は必要でしょうか。 不要です。

6 ー
情報システム開発時のプロジェクト管理に関する貴市の共通的なルール・規約等があ

れば、ご教示ください。

特にございません。

7 ー

令和7年度に実施されているPMO業務受託事業者からの引継ぎは実施されますか。実

施される場合は、いつどのような内容が引継ぎされるかご教示ください。令和8年5月

に稼働するシステムがあるため、円滑かつ迅速な引継ぎが必要だと考えられます。

#1のスケジュールで引継ぎを行う予定です。内容としては、現在実施いただいている

各所管課への支援状況や連携調整・連携テスト等に関する管理方法について、引継ぎ

を予定しております。

8 02_仕様書

P4及び5に記載のある標準化対象システムや、P9、③本プロジェクトにおける体制に

ある「本プロジェクトの体制」に記載のあるシステムで、P8、②本市における標準化

の想定スケジュールに記載のないシステム（例：健康管理（健康保険と誤記？）、団

体内統合宛名管理、申請管理、データ連携基盤）については、既に稼働済でしょう

か。その場合、本PMO業務のスコープ外と理解してよろしいでしょうか。

列挙いただいたシステムは稼働済みですが、今後、他システム（特定移行支援システ

ムや標準化対象外システム）との連携調整は発生します。

※健康保険について、ご指摘いただいたように正しくは健康管理です。

9 02_仕様書

P8、②本市における標準化の想定スケジュールによると、住民記録システムより先に

標準準拠システムが稼働するシステムが複数存在しておりますが、これらの先行する

業務について、文字コードの対応やアドレスベースレジストリの対応は、それぞれの

稼働時期に完了しているという認識でよろしいでしいでしょうか。例えば、住民記録

システムが稼働する令和11年１月に、先行して標準準拠システムが稼働している業務

について追加の対応が必要になるようであれば、その内容がわかる情報をご提示くだ

さい。

P9、④本プロジェクトにおける各担当の役割、(ア) PMO（本調達）の役割に、「ま

た、総合テストの計画・調整（中略）を行う」とありますが、並行して多数のシステ

ムで計画される総合テスト（連携テスト）を統括し調整する計画と理解してよろしい

でしょうか。

前段について、文字コードやアドレスベースレジストリの対応は、おおむねご認識の

通りです。しかし、過渡期における連携項目と異なるため、令和11年1月時点で住基

情報の洗い替えが必要になる可能性があります。

後段について、ご認識の通りです。

10 02_仕様書

P11、⑻ 移行リハーサル及び本番移行に関する計画及び調整に「①標準準拠システム

へ移行する業務に関するリハーサル計画書を作成する。」「②本番移行の実施に向け

て、移行計画書を作成する。」とありますが、いずれも並行して多数のシステムで計

画される移行のリハーサル及び本番を統括し調整するための計画書と理解してよろし

いでしょうか。

ご認識の通りです。

11 02_仕様書

P12、⑽過渡期における連携調整について、生活保護や特別児童扶養手当等、先行し

て標準化対応している業務と、標準準拠システムへの移行前のシステムとの連携は、

すでに標準インタフェースでの連携になっているという理解でよろしいでしょうか。

すでに標準準拠システムに移行しているシステムについても、後発システム移行時に

再度連携インタフェースに係る対応が必要となるのを確認する意図での質問となりま

す。

おおむねご認識の通りです。先行して標準化対応したシステムは、原則、機能別連携

仕様に基づいた連携を行っておりますが、連携調整においては以下を考慮する必要が

ございます。

・特定移行支援システム等は、機能別連携仕様での取り込みができないものが大半で

あり、標準準拠システムにおいても相応の連携調整が生じる。

・標準準拠システム同士の連携においても、機能別連携仕様の版数の違いにより連携

調整が生じる。

12 02_仕様書
P12、⑽過渡期における連携調整に「②連携調整は、標準化対象業務に加え、関連シ

ステムも含め実施する。」とありますが、関連システムをご教示ください。

以下資料「1.7　標準化対象システムの関連システム」「1.8　標準化対象外システ

ム」に示すシステムが対象となります。

13 02_仕様書

（P9）　5.業務概要 (4)本市における標準化に係る取り組みの想定 ④　について

「（ア）PMO(本調達)の役割」に「業務システム標準化全体の進捗、課題、リスクを

一元的に管理し、関係者間の調整や会議体運営、成果物の品質管理を通じて、…」と

ありますが、すべての業務所管課・システムにおける課題等の管理をはじめ、貴市が

業務所管課やベンダ等を招集して実施する会議の案内をPMOが実施するという認識で

よろしいでしょうか。また、業務所管課ごとに稼働時期や課題が異なるため、場合に

よっては業務所管課ごとに個別に会議を開催する必要があると考えてよいでしょう

か。

個別具体的な課題管理等は、各業務所管課およびベンダにおいてなされるものと認識

しております。よって、PMOにおいては、所管課およびベンダから提供された情報を

もとに、移行作業における課題やボトルネックとなっている事項を把握し、必要に応

じて解消に向けた支援を実施いただきます。

会議の案内について、PMOに依頼するものは、都度ご連絡させていただく予定です。

また、基本的に、DX・AI戦略室が参加する業務所管課の会議については、同席をお願

いする想定です（現時点は、約1時間/日です。稼働時期に応じて増加が見込まれま

す。）。

14 02_仕様書

（P11）　6.委託業務内容 (5)コミュニケーション管理 ②　について

「関係者からの問合せ窓口（常駐者を想定）を設置し、迅速な対応を行うこと」とあ

りますが、現地での問合せに対し迅速に対応可能とするため、　常駐者は、標準業務

システムの標準化について経験豊富なコンサルタントのアサインが期待されていると

いう認識で合っておりますでしょうか。

ご認識の通りです。なお、同等の体制が確保できる場合はその限りではありません。

15 02_仕様書

調達仕様書（P11）　6.委託業務内容 (6)移行計画書の更新・作成支援 ②　について

「各業務システムの個別移行計画書の進捗を管理し、個別移行計画書の作成を支援す

る」とありますが、各業務システムごとに個別移行計画書の粒度や品質にばらつきが

どうしても発生してしまうと考えており、その際にPMOとして支援するための十分な

工数を積むべきと考えておりますが、その認識で合っておりますでしょうか。

ご認識の通りです。個別移行計画書は全体移行計画書を更新するための基礎資料とし

て活用する想定です。よって、更新に必要な情報が収集できる場合は、個別移行計画

書の更新管理・作成支援は必須ではありません。

※令和7年度に整備した個別移行計画書はございます。

16 02_仕様書

調達仕様書（P12）　8.実施体制 (2)受託者の要件　について

「受託者のうち1名以上はPMP等のプロジェクトマネジメント資格の保有者、または

自治体システムのマネジメント経験（3年以上）があることが望ましい」とあります

が、本業務は複数システムの同時稼働を管理する必要があることから、「自治体シス

テムのマネジメント経験」とは、単体システムの構築に関するマネジメントにとどま

らず、複数の開発事業者(マルチベンダ)と同時並行でコミュニケーションを取りなが

ら複数のシステムの工程管理をPMOとして実施するプロジェクトのマネジメント経験

までをも含むと考えられますが、その認識で合っていますでしょうか。

ご認識の通りです。なお、仕様書に記載の通り必須要件ではございません。

17 04_提案審査票

「特定の職員にとって過度な負担なく、円滑な情報共有と合意形成が実現できる

か。」について、「特定の職員」の対象範囲及び「合意形成」の対象者について、ご

教示いただきたい。

「特定の職員」「合意形成」どちらも、各所管課（DX・AI戦略室含む）のシステム担

当職員です。

18 02_仕様書
ｐ７に記載のある「当該基盤上で稼働する業務システム（約 80 システム。基幹 20

業務を含む。）」の80システムの内訳について具体的にご教示いただきたい。

#12参照

19 ー
昨年度調達から今回の調達においてスケジュール変更が生じていると思われますが、

スケジュール変更による予算の増額等の影響はあると認識してよろしいでしょうか。

PMOにかかる予算については影響ございません。ただし、各業務の予算規模について

は、大小の影響があるものと見込んでおります。
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